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地域住民との協働による自然再生の取り組み

平成26年9月4日

国土交通省 北陸地方整備局 千曲川河川事務所



８月２日（土） 
★時 間 ：受付 午前９時３０分から 

活動：午前１0 時から１２時ごろ 

★場 所 ：道と川の駅（半過） 

（浦野川と千曲川の合流点） 

★内 容 ：川遊び、水生生物観察、 

水質検査（これで夏休みの自由研究もバッチリ） 

★参加費 ：無料 ★保険加入  

★定員・申し込み ：定員 30 人（ただし、小学１年～３生は保護者といっしょに参加してね。）。 

参加は以下で申込みまたは E-mail shuiti@city.ueda.nagano.jp で申込んでね。 

★持ち物 ：着替え、ぬれてもいい運動ぐつ、雨具、ぼうし、水筒、タオル、ぐんて、魚をとる網
あみ

、 

★その他 ：① 雨天中止。事前申込者には前日の夜か当日の朝に連絡
れ ん ら く

します。 

② 当日の連らく 0268-23-3556（千曲川少年団・竜野） 

＜千曲川少年団 参加申込書＜８月２日＞＞・以下の書いて上記に送ってね。 
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千曲川中流域自然再生事業を継続的に実施していくためには、
地域住民との連携が不可欠である。
このため、千曲川や周辺で実施している市民団体のイベント等

を活用し、千曲川の現状や自然再生の必要性について理解して頂
く必要がある。

今回、信州上田千曲川少年団のイベントに参加し、水質調査の
協力と千曲川中流域自然再生事業の説明を行い、併せてアンケー
ト調査を実施。

アンケート調査では、「礫河原の減少」や「外来種の増加」及
び自然再生事業について知っている方は少なかったが、回答者の
半数近くが、“取り組みは大切”との回答であった。

パックテストの説明 計測結果のとりまとめ

“川の駅”を流れる⽔路 ⽔⽣⽣物の採取

イベント開催状況

1－①８月２日「夏休み川遊びｉｎ道と川の駅」での協働の取り組み結果



1－②千曲川中流域自然再生事業説明用 配布チラシ



いいえ
７人

はい
５人 いいえ

９人

はい
３人 ① ７人

② ５人

④ ４人

⑥ ４人

③ ２人 ⑤ ０人

アンケート用紙

アンケート回答
（事業に関するもの）

（設問②） （設問③） （設問④）
複数回答可

1－③“千曲川自然再生事業に関するアンケート”実施例



参加応募チラシ 「第１回ふるさと自然体験
学習会」では、水質調査、ネ
イチャークラフト及び千曲川
等に関する講義について、協
力を行う予定。

また、併せてアンケート調
査を行い、砂礫河原の減少や
外来植物の増加について、地
域住民の意見を把握する。

2. 9月13～14日「第１回ふるさと自然体験学習会」での協力



自然環境の保全・再生を実施していくには、地域住民の理解と参加・協力を得ながら、河川管理者をはじめとする関係者、
関係機関が連携することが不可欠である。
このためには、調査・計画・施工段階から、モニタリング、維持管理に至るまで一体的、計画的かつ継続的に行うことが

必要である。
千曲川では、これまでも地元・学識者・行政の連携を行っており、自然再生事業を進めるうえでも連携を行っていく考え

である。

地域連携の基本的な考え方

千曲川中流域砂礫河原保全再生検討会

河川管理者
（国土交通省千曲川河川事務所）

学識者

行政関係機関
（県、市町村など）

地域住民
（市民団体、ＮＰＯ、漁協

など）

・検討会の運営
・事業実施
・モニタリング実施

など

・広報誌への掲載
・アレチウリ等外来種の
駆除活動の支援

など

・助言、指導
など

・アレチウリ等外来種の
駆除活動の参加

・モニタリング参加
など

今後の進め方（案）

・自治体等でイベント開催などの情報はありましたらご連絡を頂き、協力等の支援について検討（環境学習）。
・アレチウリ等外来植物の駆除活動等の取り組みの推進。

3. 今後の地域住民との協働について


